
ま
ず
、
連
立
は
徹
底
師
で
な
同
り
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
お
一
円
温
暖
者
Z
人
の
対
欝
京
山
子

れ
ば
な
ら
な
い
也
大
が
か
り
な
復
る
・
そ
れ
は
な
ぜ
だ
っ
た
の
か
。
一
阿
川
口
瞳
阪
で
問
固
に
伺
隠
す
る
予

興
監
の
た
め
に
は
、
大
量
な
問
要
震
災
対
起
き
た
と
き
、
日
同

I

l

-

-

東
金
計
歯
が
末
可
欠
で
、
増
税
や
2
度
目
の
大
命
を
究
り
F市
山
本
植
え
、
異
種
選
合
の
λ
材
語
そ
ろ
え
、

福
銑
の
見
直
し
は
避
砂
ら
れ
な
兵
悔
の
組
閣
は
際
航
し
て
い
た
@
自
ら
そ
の
ト
ッ
プ
の
位
置
む
就

い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
敬
語
が
し
か
し
大
慶
災
が
起
吾
、
急
き
よ
き
、
事
業
が
終
わ
っ
注
高
話
縁
は

一
丸
で
取
方
盆
ん
で
ほ
し
い
。
内
閣
を
成
立
さ
せ
が
屯
そ
の
最
大
解
散
す
る
。

ζ
れ
が
後
墜
流
活
つ

他
有
今
後
の
安
全
の
た
め
、
の
華
で
あ
る
復
興
の
忠
と
な
た
。
堕
り
か
に
、
こ
れ
を
轡
つ
の

こ
れ
ま
で
の
集
敢
に
つ
い
て
は
、
っ
た
の
が
後
藤
で
あ
る
.
は
政
党
で
あ
り
、
官
僚
で
あ
る
.

各
最
党
重
喜
雪
品
切
る
陶
係
者
後
旗
は
喜
と
再
で
蔀
事
政
党
や
官
僚
の
雲
、
み
す
か
ら

の
貫
主
、
重
一
者
機
関
長
ね
固
の
経
聖
待
有
里
事
長
(
一
混
の
躍
の
永
続
や
震
が
最
重
要

る
な
ど
し
て
、
徹
底
的
記
追
及
レ
夜
φ
都
知
事
)
時
代
〔
1
9
2
0
課
題
に
な
り
や
す
い
か
ら
戸
、

民
助
隊

V

E

B

て
ほ
し
い
。
決
し
て
か
ば
い
合
い

sm尋
)
に
積
極
的
な
都
市
改
造

'
b
b

，
b

p

恥

願

期

静

醐

凡

空

の

っ

て

は

な

6R.

計
画
書
え
時
間
実
曹
嵩

i
e
i
e

嗣
ト
一
岡
田
&
泊
勝
目
た

1

そ
も
そ
も
、
昨
年
の
診
院
通
で
の
復
興
に
と
っ
て
、
後
藤
以
外
の
そ
の
後
、
第
2
次
面
癒
運
動
蚕

-
E障
臨
晦

11封
民
主
党
が
取
消
し
て
以
時
国
会
人
は
考
え
ぢ
れ
な
か
っ
た
し
、
後
へ
て
戦
前
期
に
肱
8
年
間
に
及

緬
圃
咽
コ
岡
刊
軸
書
量
ま
る
の
は
固
に
見
え
て
騰
に
と
っ
て
も
閲
軍
要
請
ぷ
、
聖
書
一
昆
感
覚
の
二
査

aa司

J
引
い
た
。
在
宅
子
ど
皇
当
夜
車
の
絶
好
の
機
喜
っ
た
・
党
に
よ
る
車
内
閣
の
壁
蓄

僚
と
の
同
署
円
滑
と
は
い
え
な
蓄
の
車
を
凍
結
な
い
し
量
と
乙
ろ
か
立
霊
友
会
が
量
れ
る
。
現
代
の
蔓
草
よ
り
は

い
.
民
主
党
写
楽
の
主
曜
で
あ
る
ほ
し
は
し
、
自
民
一
語
穆
苦
る
虫
前
記
立
誉
主
が
弓
政
友
会
る
か
広
脆
弱
な
轟
盤
の
ょ
に
成
り

政
権
毒
と
い
-2万
世
草
笛
の
が
童
走
っ
た

J
」
れ
ら
マ
ニ
は
、
棄
で
は
地
主
重
量
盤
立
っ
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も

行
鎗
践
で
、
機
能
す
る
状
態
に
な
フ
Z

ス
ト
(
政
樹
公
的
)
に
含
ま
と
し
て
い
た
.
後
藤
案
は
焦
土
妄
コ
一
大
政
骨
嗣
」
へ
の
頼
祷
と
失

っ
て
い
な
か
っ
た
a

れ
た
政
策
に
こ
だ
わ
る
小
沢E一
郎
す
ベ
て
八
公
ム
櫨
憤
唄
で
貰
い
上
げ
『
こ
れ
蕗
の
た
戸
』
辛
中
に
あ
る
今
の
甚
量

暗
削
軒
智
言
雲
た

E否し
た
の
ほ
管
円
一
元
胃
夜
托
襲
表
雲
と
管
書
言
相
は
対
翌
立
関
操
係
控
に
に
浬
習
な
壷
巾E酌
島
苗
量
し
た
泊

Eとの
歴
史
臣
較
は
苛
喜
繕
寄

間
の
チ
肴
小
字
際
だ
旬
で
は
な
い
.
抽
樽
停
宇
官
ν
弐
、
政
温
索
東
巴
転
暫
換
で
自
民
党
と
篠
上
で
亮
机
りM
戻
す
も
の
だ
つ
た
.
こ
亜
Ua仇会は
vこ
」
苧
こ
」
で
も
政
植
筆
℃
玉よ

波
の
宰
舟
揖
を
陽
じ
、
原
発
の
安
返
す
ベ
き
モ
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
れ
巴
多
く
の
地
主
が
反
対
じ
た
。
主
犠
そ
あ
っ
花
.
そ
の
も
rぷ
轟
党

金
吾
量
得
し

τ長
た
の
は
自
民
党
筏
近
の
第
力
は
不
十
分
な
吉
宗
、
政
友
会
は
ま
た
、
山
窓
や
後
藤
に
あ
る
時
は
、
ひ
た
す
ら
与
党
民

政
掘
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
近
宅
秋
に
国
語
が
い
よ
い
レ
書
き
時
議
の
成

m委
書
競
し
て
い
た
。
政
友
政
党
の
足
蚕
引
っ
張
り
続
け
需

過
去
の
芭
早
大
樽
滋
に
関
官
名
研
究
る
と
、
社
民
党
と
の
復
縁
を
模
索
会
は
1
9
2
0
年
以
来
衆
臓
院
の
さ
れ
ぽ
民
政
党
も
ま
た
野
党
臨
時

が
造
有
ま
た

ω年
前
日
墨
田
し
す
る
あ

Eさ
ま
だ
っ
た
.
絶
対
多
数
申
告
備
し
な
が
ら
、
リ
I

代
は
そ
の
績
鎗
蓋
し
に
転
じ
た
ー

た
原
発
に
様
々
な
嵐
念
が
寄
せ
君
。
そ
も
そ
も
多
〈
の
基
本
政
策
で
ダ
1
不
在
に
苦
し
易
、
幻
年
6
月
民
政
党
の
浜
口
雄
事
内
閣
は
ロ
ン

れ
た
と
き
、
自
民
党
政
織
の
対
拡
煩
似
し
て
い
る
の
は
民
主
党
主
自
以
来
、
政
樹
か
ら
離
れ

τい
た
.
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
問
題
で
、
政

は
は
な
は
だ
鈍
か
っ
た
.
民
党
宅
、
社
民
党
は
相
当
に
速
い
国
民
国
人
気
の
喬
い
後
藤
が
復
友
会
か
亘
「
統
制
織
辛
抱
」
と
攻
撃

さ
れ
た
。
ご
朝
刊
は
明
ら
か
に
周
中

信
先
輩
主
雪
之
旧
民
男
、
盤
「
3
こ

聖

聖

書

悶

昌

、

京

葉

壬但
kana-L首・
B
4・
9
官

官

町

並

ヰ

岨

宣

つ

aq--
約
a
m
E
問
題
」
で
民
政
党
が
天
皇

の
統
治
穴
檎
に
触
れ
る
占
攻
寧
し

戦

前

二

大

政

党

の

轍

踏

む

な

主

」

と

の

遣

し

握

主

主ぃ
。
ご
一
Pυ
た
相
室
次
撃
は
、
何

3
用
品
古
皇
宅
は
、
曙
請
は
ず
戸
、
民
主
党
が
自
民
党
と
戦
興
で
成
事
主
号
、
霊
園
民
の
畠
露
政
治
記
果
実
を
も
幸
喜

期
の
吾
首
相
の
霊
視
察
初
動
主
め
に
国
民
新
華
草
堂
喜
重
げ
つ
つ
あ
っ
た
普
通
渇
官
。
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
霊
園

を
続
宮
ん
と
し
主
制
韮
受
旬
、
組
む
の
は
、
党
防
的
に
は
理
解
で
挙
童
持
ち
出
し
て
く
る
と
量
ま
た
相
次
ぐ
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の

政
緬
側
は
、
原
発
の
墓
準
を
つ
く
さ
る
が
、
そ
れ
棋
は
長
期
的
な
政
友
会
は
普
通
遺
掌
反
対
だ
っ
た
)
、

E
m

露
、
こ
と
さ
る
な
政
髭
対
立
の

っ
た
の
は
自
民
党
だ
と
反
齢
し
拾
の
安
定
は
場
6
れ
な
い
a
ζ

れ
政
友
会
は
大
打
撃
を
受
甘
る
と
政
強
調
な
ど
、
南
覚
は
次
鱒
に
政
指

弔
在
そ
ん
な
界
難
包
簡
に
は
実
は
今
後
の
政
治
の
あ
り
方
に
葦
幹
部
は
考
え
て
い
た
ι

蓄
を
官
官
に
す
る
よ
う
に
な

時
閣
を
費
や
す
時
期
で
は
な
い
@
関
わ
る
複
本
的
な
間
魁
で
あ
る
。
今
か
ら
見
る
と
ま
こ
と
に
つ
ま
り
、
政
党
同
開
そ
の
も
の
へ
の
失

一
方
で
、
政
党
聞
で
協
力
の
創
.
，
，
，

.0

ら
ぬ
謹
自
で
あ
る
・
政
党
が
開
策
星
と
あ
き
忍
め
が
寓
ま
っ
た
ゆ

き

も

歯

ま

っ

て

い

る

固

十

!

大

慣

災

と

い

う

大

日

事

件

の

前

に

、

あ

ら

れ

も

な

く

、

政

党

訴

の

ア

倉
司
菅
首
相
に
よ
圭
自
霊
長
近
、
鐙
覇
w
T
へ
の
注
目
が
埋
ま
の
櫨
執
を
ひ
と
ま
ず
璽
己
、
ク
タ
I
苗
重
た
る
軍
部
や
宮

の
谷
毎
禎
一
総

E霊童翠ヨ 24

T
U
0
3
・nの
震
災
を
機
に
新
た
な
日
本
政
治
築
け

豆
。
戦
前
の

H

憲
政
の
常
道
ヘ
内
実
は
揚
げ
足
取
り

置

。

目

先

の

利

害

超

え

、

国

民

の

期

待

・

負

託

に

応

え

よ

北
岡
伸
一

御

厨

貴

2011!qo(平成幻年)4月 11日〈月曜日

東
日
本
大
震
災
の
詑
省
・
行
方

不
明
書
は
3
方
ゐ
泡
て
に
一
返
し
、

さ
F
b
に
泊
え
て
い
る
。
戦
後
最
大

の
災
害
で
あ
る
戸
G
で
な
く
、
広

島
、
長
崎
の
闘
爆
稼
京
大
空
襲
、

聞
東
大
震
災
に
次
ぐ
惨
禍
で
あ

る
旬
。
1
9
9
0
年
代
の
パ
プ
ル
勝

篇
以
後
、
い
ろ
い
ろ

T
A
E聞
で
回

本
ほ
ニ
「
第
二
の
敗
戦
」
吾
腕
じ
た
む

い
わ
れ
て
き
た
が
、
今
度
低
間
違

い
な
く
「
第
二
の
敗
戦
」
で
あ
る
。

こ
の
打
撃
を
乗
り
超
え
る
の
は

容
易
な
と
と
で
は
な
い
。
国
民
の

知
恵
嘉
宗
主
警
の
政
裂
が

必
要
と
な
奇
そ
の
際
こ
れ
を

指
導
す
べ
き
政
面
の
仕
組
吾
が
決

定
闘
に
Z
要
に
な
事
。
新
し
い
有

効
量
治
的
詰
主
主
は
、

何
事
も
な
し
え
な
い
.

我
々
は
長
冬
日
本
町
政
指
を

鐙
史
的
抵
観
点
か
ら
分
析
し
、
基

本
函
に
自
民
党
を
肯
定
鰐
諭
し
て

三主義玄穆思惑斤渥鶏Eヨ

き
た
.
だ
が
冷
戦
が
終
わ
る
こ
ろ

か
ち
、
自
尽
党
の
豪
語
E
Z
憂
慮
し
、

代
省
略
刃
の
底
援
を
編
符
じ
、
近

年
は
自
民
党
の
政
権
か
ら
の
長
語

は
必
雨
と
受
げ
止
め
て
い
た
ι
と

こ
ろ
が
民
話
葺
の
政
権
忽
当
能
力

は
想
像
以
上
に
低
か
っ
た
.
我
々

は
落
阻
し
た
が
、
自
民
党
の
後
指

へ
の
道
語
遣
い
。
展
裂
の
な
い
状

視
で
、
北
岡
は
大
連
立
妄
媛
唱
し
、

御
厨
は
総
濁
識
に
よ
る
事
闘
の
畏

磁
を
主
張
し
T右
手
ん
726な
か

の
東
日
本
大
震
災
ほ
、
政
治
的
な

混
送
疋
と
ど
め
容
刺
し
た
.
-
』
こ

か
ら
日
本
政
語
は
ど
こ
に
行
く
べ

:匹.眠術問1

1923年..周東大震災

東
京
大
学
教
綬

重
大
学
教
復

き
か
@
御
厨
が
既
に
指
椅
じ
た
よ

う
に
、
戦
後
聖
程
終
わ
り
、

3

E

日
後
、
震
災
後
の
政
治
事
奨
現

し
な
い
紛
れ
ば
な
J

り
な
い
。

A
V
A
V
A
v
-
-

。

管
直
入
政
趨
の
震
災
対
応
巳
は

間
長
か
に
数
々
の
不
手
療
が
あ
っ

た
ι
震
災
ほ
戦
争
と
同
じ
で
、
戦

湯
は
一
つ
で
は
な
い
。
彼
散
の
験

湯
に
、
手
品
仔
包
の
手
段
を
な
る
べ

く
効
率
的
か
つ
速
や
か
に
展
開

し
、
ま
た
同
盟
国
と
の
信
頼
劇
係

震災後の日本政治に緊急提言 l-JJF回iiiiii
zji iZ1 
言主主t持
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4' 台湾銀行匁~票‘政友会の幽きか"で躯密昂池宮'0.若縄
礼次郎内閣が:E!H軍政友会の図.麓ーが首相に就笹.
3選聞のモラトリアふ随行

6月立軍政友限i蓄が1924年に組嵐した政友本実:IJ'O夜会
に合.し、... 民政党，<盟主
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属、民政党to);及口健拳内聞に

10月ニユヨク緯舗が大暴落世界恐慌に
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皇の成治末帽に触れるjと民E章受随員自噴府を..

1928年

北岡・東大教授

きたおか・しんい
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